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皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
伊
賀
市
の
人
口
は
ど
う
な
っ
て

い
く
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

65
歳
以
上
人
口
の
割
合
を
示
す
「
高
齢
化
率
」
は
現

在
32.

１
％
で
す
が
、
最
新
の
国
勢
調
査
に
基
づ
く
推
計

で
は
、
２
０
２
５
年
に
は
36.

９
％
、
２
０
４
０
年
に
は

43.

３
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
２
０
２
５
年
に
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

１
人
を
現
役
世
代
の
２.

４
人
、
２
０
４
０
年
に
は
１.

７

人
で
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
２
０
２
５
年
頃
ま
で
に
75
歳
以
上
の

高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
介
護
や
医
療
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
、
病
床
数
の
不
足
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

訪
問
看
護
師
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
法
人
な
ど
の
専
門
職
と
行
政
が
連
携
し
、
患
者
や

そ
の
家
族
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
な
っ
た
、「
お
薬
手

帳
を
活
用
し
た
在
宅
患
者
の
薬
の
管
理
の
し
く
み
づ
く
り
」

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
は
、
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
大

切
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

も
、
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
薬
に

よ
る
副
作
用
な
ど
が
あ
れ
ば
記
入
し
、
病
院
を
受
診
す
る

時
は
い
つ
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
に
入
れ
る
も
の

　
○
お
薬
手
帳

　
○
カ
ー
ド
型
健
康
保
険
証
、
診
察
券

　
○
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
名
刺

　
○
緊
急
連
絡
先
の
メ
モ　
な
ど

〝
お
く
す
り
帖
〞
は

　
　
受
診
の
際
の
通
行
手
形

　

お
薬
の
効
能
・
効
果
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
副
作
用
の

な
い
お
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
薬
手
帳
に
は
皆
さ
ん
に
処
方
さ
れ
た
お
薬
の
名
前

や
服
用
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
見
れ
ば
皆

さ
ん
が
い
つ
頃
か
ら
何
の
病
気
で
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
お
薬
を
服
用
し
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
他
院
で

処
方
を
も
ら
う
時
に
も
、
お
薬
手
帳
を
見
せ
る
だ
け
で
、

同
じ
効
能
の
お
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
な
い
か
、
飲
み
合

わ
せ
の
よ
く
な
い
お

薬
は
な
い
か
な
ど
の

確
認
も
行
っ
て
も
ら

え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
お
薬
手

帳
を
フ
ル
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

取
り
組
み
の
概
要

お
薬
手
帳
は
い
つ
も
持
参
！

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
○
カ
ー
ド
型
健
康
保
険
証
、
診
察
券

　
○
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
名
刺

　
○
緊
急
連
絡
先
の
メ
モ　
な
ど

〝
お
く
す
り
帖
〞
は

　
　
受
診
の
際
の
通
行
手
形

　
○
緊
急
連
絡
先
の
メ
モ　
な
ど

伊賀医師会
猪木　達 会長

「お薬手帳」「お薬手帳」をを活用活用したした
支援支援がが必要必要なな在宅患者在宅患者へのへの
　　　　　　　サポート事業サポート事業【問い合わせ】医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673
　　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

「お薬手帳」「お薬手帳」
すすんでい

ます

したした
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医師・歯科医師

薬剤師

本人・家族

訪問看護
・訪問リハビリ

ケアマネジャー

お薬手帳シール
 **********      ***
 *************  ***
 *******          **
 *********       *****

アドバイス記録

お薬手帳シール
 **********      ***
 *************  ***
 *******          **
 *********       *****
 **********      ***
 *************  ***

アドバイス記録

福祉・介護事業所

伊賀薬剤師会
会長　廣田　育史

　たとえ、主治医にお伝えした
としても。
　たとえ、今まで服用していた
薬であったとしても。
　たとえ、外用薬のみであった
としても。
　薬局へお越しの際は、１冊に
まとめたお薬手帳を必ずご提示
ください。
　残薬などの内容もお薬手帳に
ご記載ください。

三重県介護支援専門員協会
伊賀支部

支部長　峠　友昭　
　医療的な情報は、訪問看護
サービスのほか、ホームヘル
パー、訪問リハビリ、デイサー
ビス、ショートステイなどの
サービスを利用される際に必
要になるものです。適切な
サービス提供のためにも、ぜ
ひお薬手帳を一つにまとめて
保管していただきますようお
願いします。

伊賀医師会
　副会長　紀平　久和

　車を運転するときは運転免
許証を携帯します。医療機関
を受診するときは健康保険証
を提示します。
　診察を受けるときはぜひと
も、あなたの大切な情報が記
録されたお薬手帳を持参して
ください。

伊賀・名張地区
訪問看護ステーション
　　　　　　　連絡協議会　

西出　聡美
　生活する上でのお薬のお悩
みは、ぜひ訪問看護師にご相
談ください。医師と相談を
して調整を試みます。お薬手
帳は大事な情報交換の手段で
す。ご相談しながら活用させ
ていただきます。

名張伊賀地域
訪問リハビリテーション連絡会

米澤　秀典
　意外と知らない人も多いので
すが、リハビリ（特に運動療法）
の効果にお薬が大きく影響する
場合があります。1冊にまとめ
たお薬手帳を活用し、お薬の内
容や追加分など、情報共有した
うえで一緒に効果的なリハビリ
をめざしましょう。

伊賀市社会福祉法人連絡会
会長　小竹　紀忠

　お薬手帳の情報を共有するこ
とで、高齢者、障がい者、児童
の福祉サービスを利用する皆さ
んに、よりきめ細やかな支援が
できます。私たちも全力で在宅
生活を支援いたします。

伊賀歯科医師会
会長　村田　省三

　お薬手帳を１冊にまとめ所持
されることは、ご自身の健康管
理や大規模災害時の医療保健対
応などにも役立つものです。
　余白にはご自身の健康観察の
気づきなどを記載してさらなる
地域包括ケアシステムの充実に
役立てていきましょう。

薬剤師

医師 歯科医師

ケアマネジャー

訪問看護 訪問リハビリ
福祉・介護事業所

市民の皆さんへのメッセージ
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平
成
30
年
９
月
に
59
人
の
メ
ン
バ
ー
で

第
１
期
の
活
動
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
都

市
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、
市

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
平
日
や
土
日
、
日
中
の
イ
ベ

ン
ト
や
夜
の
会
議
な
ど
、
お
お
む
ね
月
１

回
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は

可
能
な
範
囲
で
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
遠
方
か
ら
で
も
参
加
が

可
能
で
す
。

【
対
象
者
】

　
申
し
込
み
時
点
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
。）
35
歳
以
下
で
、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
ま
た
は
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
市
外
に
お
住
ま
い
の
人

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
任　
期
】

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

【
支　
給
】

　
交
通
費
・
駐
車
場
代
な
ど
と
し
て
、
参

加
１
日
あ
た
り
２
，０
０
０
円
程
度
を
お

渡
し
し
ま
す
。

※
開
催
日
時
や
活
動
時
間
に
応
じ
て
変
動

し
ま
す
。

※
市
外
で
の
活
動
は
交
通
費
を
全
額
支
給

し
ま
す
。（
市
規
定
に
よ
る
。）

【
募
集
期
間
】

　
３
月
29
日
㈮
ま
で

【
応
募
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

総
合
政
策
課
へ
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
・
持
参

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
総
合
政
策
課
窓
口
で

直
接
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢
・
性
別

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
〒
５
１
８・
８
５
０
１

　
伊
賀
市
四
十
九
町
３
１
８
４
番
地

　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２

　
　

sougouseisaku@
city.iga.lg.jp

第
１
期
メ
ン
バ
ー
を
追
加
募
集
し
ま
す第

４
回
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

現
在
活
動
す
る
若
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
す
る
市
民
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
「
第
４
回
ま
ち
づ
く
り
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
若
者
会
議
へ
の

加
入
を
検
討
し
て
い
る
人
を
含
め
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】

　
３
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分（
予
定
）

【
と
こ
ろ
】

　

国
史
跡
旧
崇
広
堂
（
上
野
丸
之
内

78
番
地
の
１
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
伊
賀
市
の
ミ
ラ
イ
を
担
う
の
は
あ
な
た
〜

　
「
伊
賀
市
を
も
っ
と
好
き
な
ま
ち
に

し
た
い
！
」「
伊
賀
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

参
加
し
て
み
た
い
！
」「
同
世
代
の
人

た
ち
と
意
見
交
換
し
た
り
、
一
緒
に
活

動
し
て
み
た
い
！
」

　
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
若
者
た
ち
が

集
ま
る
「
伊
賀
市
若
者
会
議
」
の
活
動

メ
ン
バ
ー
を
追
加
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
若
い
力
で
伊
賀
市
の
ミ
ラ

イ
を
創
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

伊
賀
市
若
者
会
議
と
は

伊
賀
市
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◆
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
人
が

「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

　
期
間
中
の
都
合
の
良
い
日
時
に
、
お
も

て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
料
金
・
募
集
人
数
（
最
少
催
行

人
数
）は
自
由
に
決
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
参
加
料
と
し
て
、
基
本
料
金
５
，０
０
０

円
と
売
上
の
５
％
を
事
務
局
に
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
６
つ
の
テ
ー
マ

○
街
（
い
が
ぶ
ら
り
〜
街
歩
き
・
自
然
を

満
喫
〜
）

○
歴
（
歴
史
と
文
化
・
伝
統
工
芸
を
た
ず

ね
る
）

○
技
（
伊
賀
び
と
の
技
）

○
食
（
伊
賀
の
食
と
出
会
う
）

○
美
（
美
容
と
健
康
を
伊
賀
で
体
験
）

○
忍（
伊
賀
と
い
え
ば
忍
者
と
芭
蕉
さ
ん
）

◆
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
飲
食・サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
集
客
ア
ッ
プ
、

地
域
活
動
の
資
金
づ
く
り
、
都
市
農
村
交
流

に
よ
る
過
疎
化
対
策
、
異
業
種
間
の
交
流
、

新
た
な
事
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
達
成
す
る
手

段
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
い
が
ぶ
ら
」

に
掲
載
し
ま
す
。

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
内
各
施
設
・
店
舗

の
ほ
か
、
県
内
・
県
外
の
各
地
で
配
布

し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
希
望
の
お
客
様
に

は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
予
約
を
し

て
い
た
だ
き
（
一
部
電
話
受
付
あ
り
）、

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
集
や

参
加
申
込
状
況
の
把
握
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
お
客
様
か
ら
の
参
加
料
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
催
時
に
徴
収
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野
、
ま
た
は
広

報
い
が
市
２
月
15
日
号
に
掲
載
の
パ
ー
ト

ナ
ー
向
け
研
修
会
の
会
場
へ
参
加
申
込
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
今
後

の
必
要
書
類
な
ど
を
渡
し
ま
す
。

※
参
加
申
込
書
は
、
市
ま
た
は
い
が
ぶ
ら

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】　
４
月
30
日
㈫

※
提
出
後
、
考
案
い
た
だ
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
相
談
を
随

時
行
い
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
行
え
る

よ
う
、早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
〒
５
１
８・
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
５
０
０
番
地

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
３
階

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野

　
☎
51
・
５
５
０
４　
℻  
51
・
９
０
８
８

い
が
ぶ
ら
２
０
１
９
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】　
観
光
戦
略
課　
☎
22
・
９
６
７
０　
℻  
22
・
９
６
９
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

kankou@
city.iga.lg.jp

〜
着
地
型
観
光
「
伊
賀
ぶ
ら
り
体
験
博
覧
会
い
が
ぶ
ら
」
〜

開
催
期
間　
９
月
21
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

「
い
が
ぶ
ら
」
の
し
く
み
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【問い合わせ】消防本部消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ 24-9111
　　 shoubou@city.iga.lg.jp平成30年火災・救急・救助の出動件数

◆ 昨年、消防車や救急車などがこれだけ出動しました

　昨年の火災件数は 87 件で、前年に比べて 32 件増
加しました。これは、約４日に 1 件の割合で火災が
発生したことになります。また、火災により 2 人が
亡くなりました。

　昨年の救急件数は 4,833 件で、前年に比べ 24 件
増加しました。
　市内で 1 日あたりの救急車
出動件数は、平均 13.2 件で
市民の約 19 人に 1 人が救急
車を利用したことになります。
　そのうち搬送した人数は
4,241 人（前年 4,306 人）で、
前年に比べて 65 人減少しま
した。

　昨年の救助件数は 61 件で、
前年に比べ 7 件減少しました。

火災の出動概要 平成30年 平成29年 増減

火災件数

建物火災 20 27 ▲ 7
林野火災 5 1 4
車両火災 12 7 5
その他火災 50 20 30

合計 87 55 32

焼損面積 建物火災（㎡） 978 883 95
林野火災（ａ） 94 3 91

死傷者 焼死者（人） 2 4 ▲ 2
負傷者（人） 6 9 ▲ 3

主な原因

枯草焼きなど 49 21 28
放火・放火の疑い 1 5 ▲ 4

たばこ 4 0 4
車両の故障・事故など 9 2 7
工場・作業場の機械など 2 0 2

こんろ 0 0 0
ストーブ 2 0 2

電気機器・配線 3 2 1
火遊び 0 1 ▲ 1

救急の出動概要 平成30年 平成29年 増減

事故種別
（件）

火　災 31 30 1
自然災害 0 0 0
水　難 0 4 ▲ 4

交通事故 436 399 37
労働災害 92 80 12
運動競技 11 12 ▲ 1
一般負傷 659 697 ▲ 38
加　害 12 14 ▲ 2

自損行為 39 34 5
急　病 2,988 2,992 ▲ 4

転院搬送 556 539 17
その他 9 8 1
合　計 4,833 4,809 24

救助の出動概要 平成30年 平成29年 増減

事故種別
（件）

火　災 0 0 0
交通事故 36 43 ▲ 7
水難事故 4 6 ▲ 2

機械による事故 2 0 2
建物等による事故 2 1 1

風水害等自然災害事故 0 0 0
ガス及び酸欠事故 0 0 0

その他の事故 17 18 ▲ 1
合　計 61 68 ▲ 7

火災の出動件数

救急の出動件数

救助の出動件数

　住宅用火災警報器は、火
災時に逃げ遅れを防ぐため
のものです。設置されてい
ない家庭は、早期の設置を
お願いします。また、設置
されている家庭は 10 年を
目安に交換してください。

【問い合わせ】　○火災関係　消防本部予防課　☎ 24-9105　ＦＡＸ 24-9111　○救急・救助関係　消防本部消防救急課

※平成 30 年の火災・救急の出動件数は速報値のため、数値が変わることがあります。
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平成31年度農業委員会総会開催日

平成31年度農作業賃金基準額

◆ 農地の所有者が変わるときや農地以外への転用には許可が必要です

◆ 春からの農作業に向けて

　農地の売買や贈与などで所有者が変わるときや、農
地（田・畑）を農地以外のものに転用しようとすると
きなどには、農地法に基づく許可などが必要です。申
請や届け出をする場合は、農業委員会事務局に必要書
類を提出してください。
※締切日以降の提出や、受理後の書類に不備・不足な

どがある場合は翌月の総会に上程します。
※農業委員会の許可は総会後２～３日、市の許可は締

切日からおおむね 40 日前後での交付予定です。た
だし、他法令の許認可が必要なものはこの限りでは
ありません。

■平成 31 年度 総会日程表

開催日 申請書などの
提出締切日 開催日 申請書などの

提出締切日 開催日 申請書などの
提出締切日

4 月 10 日㈬ 3 月 20 日㈬ 8 月 8 日㈭ 7 月 19 日㈮ 12 月 10 日㈫ 11 月 20 日㈬
5 月 10 日㈮ 4 月 19 日㈮ 9 月 10 日㈫ 8 月 20 日㈫ 1 月 10 日㈮ 12 月 13 日㈮
6 月 10 日㈪ 5 月 20 日㈪ 10 月 10 日㈭ 9 月 20 日㈮ 2 月 10 日㈪ 1 月 20 日㈪
7 月 10 日㈬ 6 月 20 日㈭ 11 月 8 日㈮ 10 月 18 日㈮ 3 月 10 日㈫ 2 月 20 日㈭

　基準額はほ場整備田での目安であり、未整備田・ほ
場の条件・使用農機・作業の難易度などにより、双方
で協議・調整してください。
　また、遠距離作業は、作業機などの輸送費を双方で

協議の上、別途加算してください。
※いずれの基準額にも消費税・飲食などのまかない料

は含みません。

【問い合わせ】農業委員会事務局
　☎ 22-9720　ＦＡＸ 22-9715
　　nougyou@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】農業委員会事務局
　☎ 22-9720　ＦＡＸ 22-9715
　　nougyou@city.iga.lg.jp

種　目 単　位 協定基準額 備　考

一般作業 １時間 1,000 円 労働時間は８時間
を基準とする。

耕
う
ん
な
ど

耕起

10a

8,500 円

機械持ち賃金くれ返し 6,000 円

代かき 6,500 円

あぜぬり １ｍ 80 円 あぜぬり機使用

育苗 １箱 700 円 硬化苗

苗運搬 １箱 80 円 　

田植 10a 9,500 円

苗代含まず。
側条施肥機使用の
場合 1,500 円増し。
農薬１剤につき500
円増し。

農
薬
散
布

液剤
10a

3,000 円 薬代含まず。 
動力噴霧機使用　
動力散布機使用粉粒剤 2,000 円

種　目 単　位 協定基準額 備　考

稲刈取り 10a 19,000 円 コンバイン使用

籾
もみ

運搬 10a 2,000 円 　

乾燥・籾
もみ

摺
すり

調製 玄米60Kg 1,900 円 基準水分 22％

色彩選別機 玄米30Kg 300 円 　

畦
けい

畔
はん

草刈 1 時間 1,200 円
～ 1,800 円

刈払いのみ（機械・燃
料含む。）
ほ場や畦畔の状況に
より加減。

土壌改良材散布 
肥料散布 10a 1,000 円

～ 2,000 円
土壌改良材・肥料代
含まず。

麦
耕うん・播

は

種
しゅ

・
施肥 10a

8,000 円 種子・肥料代含まず。

刈取り・運搬 14,500 円 　

大
豆

耕うん・播種・
施肥 10a

6,000 円 種子・肥料代含まず。

刈取り・運搬 12,000 円 　
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軽自動車・原動機付自転車などの手続き
◆ 廃車・名義変更などの手続きを忘れていませんか

■手続きは３月中にしましょう
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に１年分
の税額が課税されるため、年度の途中で廃車や名義変
更をしても１年分の税額を納めていただくことになり
ます。
　このため、毎年３月末には廃車や名義変更手続きが
集中し、窓口が大変混雑します。これらの手続きが必
要な場合は、早めに済ませてください。
　販売業者などに廃車手続きを依頼して、ナンバープ
レートごと車両を引き渡した人は、廃車手続きが完了
しているかどうかを再度確認してください。
※車種や手続き内容によって必要書類などは異なりま

す。必ず事前にお問い合わせください。

【問い合わせ】
◆三・四輪の軽自動車について
　軽自動車検査協会三重事務所
　☎ 050-3816-1779
◆二輪の軽自動車・小型自動車について
　中部運輸局三重運輸支局
　☎ 050-5540-2055
◆原動機付自転車・小型特殊自動車・農耕作業用等自
　動車について
　課税課・各支所住民福祉課

【問い合わせ】課税課
　☎ 22-9613　ＦＡＸ 22-9618
　　 kazei@city.iga.lg.jp

■減免を受けるには毎年申請が必要です
　身体障害者手帳や療育手帳などをお持ちで、軽
自動車税の減免を受ける人は、納税通知書が届い
てから納期限の５月 31 日㈮までに申請書に必要書
類を添付の上、申請してください。
※現在減免を受けている人が引き続き減免を受け

る場合も申請が必要です。

部落問題（差別）を正しく知ろう（最終回）
◆ 明るく住みよいまちをつくるために 

　最終回は部落差別解消の展望についてお話しします。
　皆さんは部落差別がない社会とはどのようなものだ
と思いますか。「みんなが部落問題を知らなくなるこ
と」もしくは「被差別部落がなくなること」と思って
いませんか。
　これまでもお話ししてきたとおり、社会には被差別
部落に対する差別意識が根強く残っています。そのよ
うな中ではたとえ学校での教育や行政の啓発がなく
なっても、また、被差別部落という地域がなくなって
も被差別部落の存在を誤った認識のもとに知ってしま
う可能性があり、当事者は差別されるかもしれないと
いう恐怖から解放されることはありません。
　このことから、部落差別がない社会とは、みんなが部
落問題を理解することにより部落出身者に対する差別や
不平等が克服された社会のことではないでしょうか。

　現在も残っている部落差別に何もしないのではな
く、自分の子や孫の時代に差別を残さないという強い
気持ちで部落問題に取り組んでいる人がいます。また、
行政でも平成 28 年 12 月に施行された部落差別解消
推進法の理念のもとに、皆さんにこの問題を理解いた
だくために啓発を進めています。
　みんなが部落問題の本質を知らず差別がないように
見える社会と、みんなが部落問題を理解したうえで差
別を克服した社会、どちらがより豊かでしょうか。人
権が尊重される社会はどちらでしょうか。これはあら
ゆる人権課題でも同じことが言えます。
　どちらの社会を選択し、築いていくのか。それは私
たち一人ひとりの問題だということを忘れてはいけま
せん。

【問い合わせ】人権政策課
　☎22-9683　ＦＡＸ22-9684
　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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平成 31年度軽自動車税率
◆ 来年度の税額をご確認ください

【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎ 20-1050　ＦＡＸ 20-2575
　　 haikibutsu@city.iga.lg.jp地区別のごみ収集カレンダーを配布します

◆ ごみを出すときにはカレンダーで確認しましょう

　広報いが市３月１日号と併せて地区別のごみ収集カ
レンダー（日本語版）を各家庭に配布しています。
　また、さくらリサイクルセンター・戸籍住民課・各支
所振興課・伊賀南部環境衛生組合（青山地域分）の窓口
で配布するほか、市ホームページでもご覧いただけます。
　このほか、収集日や分別区分などがスマートフォンか
ら確認できる「伊賀市ごみ分別アプリ」もぜひご利用く
ださい。

※収集日やごみを出す時間は地区ごとに異なります。
　ごみを出す前に収集カレンダーで確認してください。

【問い合わせ】
《上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田支所管内》
　廃棄物対策課、各支所振興課（上野・青山を除く。）

《青山支所管内》
　青山支所振興課　☎ 52-1112
　伊賀南部環境衛生組合　☎ 53-1120

【問い合わせ】課税課
　☎ 22-9613　ＦＡＸ 22-9618
　　 kazei@city.iga.lg.jp

■原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・
二輪の小型自動車

		
区　分 種別（総排気量など） 年税額（円）

原動機付自転車

50cc 以下 2,000
50cc 超～ 90cc 以下 2,000
90cc 超～ 125cc 以下 2,400

ミニカー 3,700

小型特殊自動車
農耕作業用（トラ
クターなど） 2,400

その他（フォーク
リフトなど） 5,900

二輪の軽自動車 125cc 超～
250cc 以下 3,600

二輪の小型自動車 250cc 超 6,000

区
　
分

種　別

年税額（円）
平成 27 年
３月 31 日
以前の

新規登録
車両

平成 27 年
４月１日
以後の

新規登録
車両

新規登録
後 13 年
経過車両

軽
自
動
車

三輪車 3,100   3,900   4,600

四輪乗用 営業用 5,500   6,900   8,200
自家用 7,200 10,800 12,900

四輪貨物 営業用 3,000   3,800   4,500
自家用 4,000   5,000   6,000

被けん引車 2,400   3,600   ―
※「新規登録」とは、初めて車両番号の指定（ナンバー

プレートの交付）を受けたことをいいます。

区
分 種　別

平成 31 年度の年税額（円）
平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日までに新規登録した車両

軽減なし ①おおむね 75％軽減 ②おおむね 50％軽減 ③おおむね 25％軽減

軽
自
動
車

三輪車   3,900 1,000 2,000 3,000

四輪乗用 営業用   6,900 1,800 3,500 5,200
自家用 10,800 2,700 5,400 8,100

四輪貨物 営業用   3,800 1,000 1,900 2,900
自家用   5,000 1,300 2,500 3,800

被けん引車   3,600 ― ― ―

■三輪以上の軽自動車

■軽自動車税のグリーン化特例（税率の軽減）
　平成 30 年４月１日から平成 31 年 3 月 31 日までに初めて車両番号の指定を受けた三輪以上の軽自動車で、排
出ガス・燃費性能の優れた環境負荷の小さいものは、平成 31 年度の税率が軽減されます。	

①電気自動車・天然ガス自動車（平成 30 年排出ガス
基準適合または平成21年排出ガス基準10％低減車）

②乗用：平成 32 年度燃費基準＋ 30％達成車
　貨物：平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車
③乗用：平成 32 年度燃費基準＋ 10％達成車
　貨物：平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車

※②と③は、平成 30 年排出ガス基準 50％低減車ま
たは平成 17 年排出ガス基準 75％低減車かつガソ
リン車に限ります。

※燃料基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記
載されています。
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【問い合わせ】農林振興課
　☎22-9713　ＦＡＸ  22-9715
　　 nourin@city.iga.lg.jp市民ふれあい農園利用者募集

◆ 農園で作物を栽培・収穫しませんか

　市民ふれあい農園は、自家
用の野菜や花などの栽培を通
じ、自然にふれあい、収穫の
喜びを感じていただくための
施設です。また、健康づくり
や家族のふれあいの場、農業
者との交流の場としてご利用

いただき「農業」や「食」への関心と理解を深めていた
だくために開設しています。ふれあい農園で野菜作りに
挑戦してみませんか。
　農園の見学などもできますので、お気軽にお問い合わ
せください

【ところ】　予野・青蓮寺開畑地内
【募集区画】
○小区画　 50㎡・211 区画
○大区画　100㎡・ 35 区画
※１人何区画でも利用できます。

【利用料】
○小区画　年間 15,000 円／区画
○大区画　年間 30,000 円／区画
※利用期間が 12 カ月に満たない場合は月割り額にな

ります。
※ 100㎡以上の区画利用で割引があります。

【付帯施設】
　ログハウス（管理棟）・トイレ・ロッカー・シャワー

（有料）・農機具（一部有料）

【利用期間】
　契約月～ 2020 年 3 月 31 日（継続更新可）
※途中解約はできません。
※申込方法など詳しくは電話でお問い合わせください。

【申込先・問い合わせ】
　明日が楽しみな里づくり委員会
　（伊賀市農業公園管理棟内）
　☎／ＦＡＸ   39-1250

【問い合わせ】教育総務課
　☎ 22-9644　ＦＡＸ   22-9647
　　 kyoui-soumu@city.iga.lg.jp臨時給食調理員・学校用務嘱託員募集

◆ 小学校で働く臨時・嘱託職員を募集します

【募集人数】　いずれも若干名
【応募資格】　昭和24年4月2日以降に生まれた人（学
校用務嘱託員のみ）

【勤務時間】　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※学校により勤務時間を変更する場合があります。

【勤務場所】　市内小学校
※賃金など詳しくはお問い合わせください。

【応募方法】
　履歴書を郵送または持参で提出してください。

【選考方法】　面接
※選考結果は応募者全員に通知します。

【応募期限】　3 月 15 日㈮　午後 5 時

【応募先】
　〒 518-8501　伊賀市四十九町 3184 番地
　伊賀市教育委員会教育総務課
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伊賀市の人口・世帯数
（平成31年 1月 31日現在）
 人口　92,125 人
　　　　（男）45,199 人
　　　　（女）46,926 人
 世帯数　40,418 世帯

今月の納税
●納期限　4月 1日 （月）

納期限内に納めましょう
国民健康保険税（９期）
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

芭蕉翁記念館
だより

芭蕉翁記念館
だより

　皆さんは春らしさをどのような
時に感じますか。卒業式や入学式
などのイベントで春を意識する人
もいれば、桜の開花で意識するな
ど、人によってさまざまでしょう。
　芭蕉さんは元禄 6（1693）年
に次のような句を詠み、春らしさ
を表現しました。

　春もやゝけしきとゝのふ月と梅
　（春もややけしきととのう月と梅）

　「朧
おぼろ

月
づ き

の下で梅花がほころび、
やっと春らしい様子が整ってきた
ことだ」という意味の句です。朧
月とはぼんやりと霞んだ月のこと
で、春の月を表します。芭蕉さん
は朧月や梅の様子に本格的な春の
到来を見出しました。

○冬の企画展
　3 月 13 日㈬まで
○平成 31 年度春の企画展
　3 月 16 日㈯～ 6 月 30 日㈰

【問い合わせ】
○文化交流課
　☎ 22-9621　ＦＡＸ  22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

もしものときの
スポーツ安全保険

お知
らせ
お知
らせ

　スポーツ安全保険はスポーツや文
化・ボランティア活動、地域活動の
ときに起こった傷害事故や賠償責任
を負う事故を補償する保険です。

【対象者】　アマチュアで４人以上の
団体やグループ

【保険期間】
　４月１日～ 2020 年３月 31 日
※年度の途中でも加入できます。
※掛け金は、加入区分によって異な

ります。
【問い合わせ】
　スポーツ安全協会三重県支部
　☎ 059-372-8100

【担当課】　スポーツ振興課

上野コミュニティバス「しらさぎ」
バスロケーションシステム導入

お知
らせ
お知
らせ

　アプリによる情報配信により、利
用者の皆さんがスマートフォンでバ
スの走行位置や遅れの有無を確認し
たり、時刻や経路を検索できるバス
ロケーションシステムを４月１日㈪
から導入します。
　詳しくは、３月下旬に市ホーム
ページでお知らせする予定です。

【問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663
　ＦＡＸ   22-9694

伊賀市青少年センター移転お知
らせ
お知
らせ

　伊賀市青少年センターは、4 月 1
日㈪より、上野中町 2976 番地の
１（上野ふれあいプラザ内）から、
上友生 785 番地（伊賀市教育研究
センター１階）へ移転します。

【問い合わせ】
○生涯学習課
　☎ 22-9679　ＦＡＸ   22-9692
○青少年センター
　☎／ＦＡＸ   24-3251

お詫びと訂正お知
らせ
お知
らせ

　広報いが市 12 月 15 日号８ペー
ジに掲載した「もっと知りたい！伊
賀のこと（答え）」の記事の内容に
誤りがありました。お詫びして訂正
します。
誤）伊賀神戸
正）伊賀上野

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　ＦＡＸ   22-9617

被爆２世アオギリ植樹式催し

　原爆に耐えて、現在も生き続ける
広島の被爆樹木の苗木を、市民の平
和の象徴として植樹します。

【と　き】　
　3 月 19 日㈫　午後 1 時 30 分～

【ところ】
　本庁舎　北側駐車場

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　ＦＡＸ  22-9684

第21回「雪解」のつどい催し

　伊賀市ゆかりの作家 ･ 横光利一
は、中学時代を伊賀の三重県立第三
中学校（現上野高等学校）ですごし、
このころの経験をもとに『雪解』を
執筆しました。映像や朗読を通して、
文豪の息吹に触れてみませんか。

【と　き】　３月 17 日㈰
　午後１時 30 分～４時

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室

【テーマ】
　「若者の見た横光利一」

【内　容】
○高校生ビブリオバトル：
　オススメの横光作品はこれだ！
　（出場：伊賀地域の高校生）
○講　演：新世紀の横光利一
　～その魅力と可能性～
　講　師：埼玉学園大学　准教授　
　掛野　剛史さん
　会場には横光作品のイメージ絵巻
を展示します。（制作：絵手紙グルー
プ「いろは」）

【参加費】　300 円（資料代）
※高校生以下無料

【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　ＦＡＸ  22-9619 市ホームページ▶
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認知症講演会＆座談会催し

　2 組の認知症当事者と家族がそれ
ぞれの思いを話します。皆さんも認
知症について考えてみませんか。
【と　き】　3 月 17 日㈰
　午後 1 時 30 分～ 3 時
　（開場：午後 1 時）
【ところ】
　ヒルホテル　サンピア伊賀　4 階
白鳳の間
　（西明寺 2756 番地の 104）
【内　容】
◆講演会
○演　題：認知症になった私からの

メッセージ
○講　師：若年性認知症の人と家族

と地域の支え合いの会「希望の灯
り」曽根勝　一道さん・重美さん
○インタビュアー：
　希望の灯り代表　下薗　誠さん
◆座談会
○テーマ：認知症と共に暮らす～本

音トーク～
○登壇者：曽根勝　一道さん・重美

さん、下薗　誠さん、中川　誠治
さん・絵里子さん（認知症の人と
家族の会　三重県支部）

※手話通訳、ヒアリングループがあ
ります。

※座談会後、認知症の相談会（要申
込）を実施します。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター南部サテラ
イト
　☎ 52-2715　FAX 52-2281

ライトピアおおやまだ
「人権大学公開講座」

催し

　部落問題解消に向けて、学びを深
め幅広い市民の意識向上や研鑽のた
めに開催します。
【と　き】　3 月 19 日㈫
　午後７時 30 分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
○演　題：出会いから学ぶ～軽やか

にしなやかに～
○講　師：髙田　美樹さん
【問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　FAX 47-1162

自衛官になりませんか募集

【募集種目】　予備自衛官補（男女）
【応募資格】　日本国籍を有する 18
歳以上 34 歳未満の人

（保有技能に応じ 55 歳未満）
【試験日】　4 月 20 日㈯～ 24 日㈬
のうち指定する日
【応募期限】　4 月 12 日㈮
　試験種目・応募方法など詳しくは
お問い合わせいただくか、インター
ネットで「自衛隊三重」を検索して
ください。
※自衛官候補生は年間を通じて募集

しています。
【応募先・問い合わせ】
　自衛隊伊賀地域事務所
　☎ 21-6720
【担当課】　総務課

春の和菓子講座募集

【と　き】　3 月 23 日㈯
　午前 9 時 30 分～正午
【ところ】　青山公民館図書室
【内　容】
　城下町ならではの春の訪れを感じ
る和菓子を 4 種作ります。
　講師：桔梗屋織居第 18 代当主
　　　　中村　伊英さん
【料　金】　500 円
【定　員】　12 人　※先着順
※小学生以下は保護者同伴
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を記入の上、電話・ファック
ス・持参のいずれかで申し込んでく
ださい。
【申込受付開始日】
　３月７日㈭　午前 8 時 30 分～
【申込先・問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　FAX 52-1211

いがまち人権パネル展催し

【と　き】
　3 月 1 日㈮～ 29 日㈮
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
※ 3 月 7 日㈭は午後 7 時 30 分ま

で延長して開館します。
【ところ】　いがまち人権センター
【内　容】　「部落差別と向き合う」
【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　FAX 45-9130

※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】
　3 月 1 日㈮～ 28 日㈭
　午前 8 時 30 分～午後 5 時
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【内　容】　「ありのまま、ここで生
きる～障がいのある人の視点から社
会を見つめ直す～」
　障がい者を取り巻く社会の意識の
変革をたどりながら、あらゆる人が
互いを認め合いながら共に生きる社
会について考えるパネル展です。
【問い合わせ】
　寺田市民館　☎／FAX 23-8728

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　3 月 19 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 4 時
【ところ】
　名張市武道交流館いきいき
　（名張市蔵持町里 2928 番地）
【料　金】　200 円（認知症の人は
無料。家族の会会員は 100 円）
※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。
【問い合わせ】　地域包括支援セン
ター南部サテライト
　☎ 52-2715　FAX 52-2281

地域活動支援事業補助金
公開審査会

催し

　市では、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援し、個性的で
魅力あふれる地域づくりを推進する
ための地域活動支援事業補助金を交
付しています。
　審査会は一般公開していますの
で、市民活動に関心のある人はぜひ
お越しください。
【と　き】　3 月 16 日㈯
　午後 1 時 30 分～
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【問い合わせ】　地域づくり推進課
　☎ 22-9639　FAX 22-9694
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たのしいリズム体操募集

【と　き】　3 月 20 日㈬
　午前 10 時～ 11 時
【ところ】　大山田公民館　研修室
【内　容】　リズム運動とストレッチ
体操を体験してみませんか。
　講師：秋山　稔美さん
　　　　重住　亞也さん
【対象者】　市内在住の０歳～未就園
児と保護者
【持ち物】　飲み物・タオル
※動きやすい服装でお越しください。
【定　員】　15 組　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を電話・ファックス・E メールのい
ずれかでお伝えください。
【申込期間】　3 月 8 日㈮～ 19 日㈫
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　FAX 46-0131
　　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

木工教室募集

【と　き】　3 月 23 日㈯
　午前 10 時～正午
【ところ】　大山田公民館　研修室
【内　容】　カット
された木材に釘を
打ちつけて便利な
ペン立て付き収納
箱を作ります。
　講師：三重県建設労働組合上野支
部会員
【対象者】　市内在住・在勤の人
※小学生以下は保護者同伴
【持ち物】　軍手（必要な人）
※作業しやすい服装でお越しください。
【定　員】　20 人　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を電話・ファックス・E メールのい
ずれかでお伝えください。
【申込期間】　3 月 8 日㈮～ 15 日㈮
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　FAX 46-0131
　　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

介護保険訪問調査業務嘱託員募集

【募集人数】　1 人
【応募資格】　パソコン操作ができ、
普通自動車運転免許証を所持し、次
のいずれかに該当する 65 歳未満の人
①介護支援専門員の資格がある人
②介護支援専門員の受験資格がある人
※介護サービス事業所などと兼務は

できません。
【報　酬】　①月額 21 万円以内
②月額 20 万円以内
【勤務内容】　市内や近隣市町の高齢
者宅や施設などを公用車で訪問、認
定調査を行い、調査内容をパソコン
入力し、調査票を作成する。（採用
後４カ月は研修期間）
【勤務形態】　午前８時 30 分～午後
５時 15 分　週４日
【選考方法】　面接・パソコン操作
※応募はハローワークを通して行っ

てください。雇用期間・面接日・
応募期限などの詳細は、ハロー
ワークの求人票を確認するかお問
い合わせください。

【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3941　FAX 26-3950

制服「ください」「あげます」募集

　この春、中学校・高校を卒業する、
あるいは使わなくなった制服などが
ご家庭にある皆さん、使わなくなっ
た服を譲ってください。市内在住で
外国にルーツを持つ学生たちが再利
用させていただきます。
【対象品】　市内の中学校・伊賀地
区の高校の制服・体操服
【受付期間】　3 月 10 日㈰～ 24 日
㈰　午前 9 時～午後 5 時
※ 16 日㈯・17 日㈰・21 日（木・祝）・

23 日㈯は閉館しています。
【譲渡方法】　クリーニングした制
服・体操服を伊賀市多文化共生セン
ター（上野東町 2955 番地）まで
持参してください。
※譲渡希望数に達した場合はお断り

させていただくことがあります。
【問い合わせ】　
○市民生活課
　☎ 22-9702　FAX 22-9641
○多文化共生センター
　☎ 22-9629

新規就職者激励会＆セミナー募集

【と　き】　４月 16 日㈫
　午前 8 時 30 分～午後 6 時 30 分
【ところ】　上野商工会議所
　（ハイトピア伊賀　3 階ホール）
【内　容】　各企業の新入社員が一堂
に会し、社会人としての意欲を育く
むとともに、ビジネスマナーの基本
習得を目的に開催します。
○第 1部　式典・激励会
○第 2部　教育セミナー
　「新社会人のためのビジネスマナー」
　講師：田子　希羊加さん
○第 3部　交流会
【対象者】　新規就職者
【料　金】　上野商工会議所・伊賀市
商工会・電信電話ユーザ協会のい
ず れ か の 会 員 5,000 円、 非 会 員 
10,000 円
※昼食代・交流会・テキスト代を含む。
【申込方法】　上野商工会議所のホー
ムページから申込書をダウンロード
し、ファックス・持参のいずれかで
提出いただくか、電話でお申し込み
ください。
【申込期限】　３月 20 日㈬
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所
　☎ 21-0527　FAX 24-3857
【担当課】　商工労働課

募集 猪田神社本殿の檜
ひ わ だ

皮屋根
修理現場見学会

　猪田神社本殿の檜皮屋根葺替工事
の現場を公開します。重要文化財の
本殿を近くで見学できる貴重な機会
です。
【と　き】　3 月 23 日㈯
①午後１時 30 分～
②午後２時 30 分～
【ところ】　猪田神社
　（猪田 5139 番地）
※駐車場には限りがあります。
【定　員】　各回先着 20 人
【申込方法】　電話
【申込期間】　３月 7 日㈭～ 15 日㈮ 
【申込先・問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　FAX 22-9667
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　1月 26日の文化財防火デーに伴い阿保
にある大村神社で消防訓練を行いました。
　消防職員や消防団員、宮司による一斉放
水や、バケツリレー・水消火器による初期
消火訓練、AED取り扱い訓練などの防災
指導訓練を行いました。その他、地域の人
や日本赤十字奉仕団による炊き出し訓練、
消防車両の展示も行われました。

文化財防火デーに伴う消防訓練（１月 26日）

まちかど通信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

◀一斉放水の様子

▲水消火器で初期消火
の訓練をしました。

防火意識を高めました

　ゆめが丘地内を会場
に、毎年恒例となってい
る伊賀地区駅伝競走大会
が開催されました。
　沿道にはのぼりを持っ
た人など、応援団が駆け
つけ、選手たちは応援に
こたえて精いっぱい走り
切りました。

第 59回伊賀地区駅伝競走大会（１月 27日）

想いを一つにたすきをつなぐ

▶スタートの合図とともに
勢いよく走り出す選手

◀沿道からは選手
に向けて声援が
送られました。

お祝いに御赤飯

新たな門出を祝う―有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　

広
報
い
が
市
へ
の
広
告
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
広
報
い
が
市
は
市

内
の
各
戸
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

【
発
行
部
数
】

　

毎
号
約
３
６
，
０
０
０
部

【
掲
載
料
】
１
枠
：
２
万
円

　
（
縦
５
㎝
×
横
９
㎝
）

【
申
込
期
限
】　

発
行
日
２
カ
月
前

【
問
い
合
わ
せ
】　

広
聴
情
報
課

　

☎
22
・
９
６
３
６
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ム
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書
・
救
急
な
ど

催
　
し

▲一生懸命考えて工作に取り組みました。

　ゆめポリスセンターで第 10 回いが
ファミリーフェスタが開催されました。
　第１部は大人向けに講演会、子ども向
けに人形劇が行われました。
　講演会では、講師のNPO法人子ども
アイデア楽工　理事長の山上敏樹さん
が、子どもたちが自ら考え行動する大切
さを話しました。
　第２部では親子で工作をし、講師はど
うすればできるかを考えることで想像力
が高まるとして、子どもに作り方を教え
ないで作らせてみようと話し、子どもた
ちは見本を観察して、考えて作っていま
した。

第 10回いがファミリーフェスタ（２月３日）

▲講師の話を熱心に聞いていました。

想像力の大切さを学びました

●
横よ

こ
み
つ光

利り

一い
ち

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
横
光
利
一
は
昔
の
小
説
家
、
つ

ま
り
物
語
を
書
い
た
人
で
す
。
昭

和
初
期
を
代
表
す
る
小
説
家
の
ひ

と
り
で
、
伊い

が賀
だ
け
で
な
く
日
本

中
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
が
伊い

が賀
の
柘つ

げ植
の
人

で
し
た
の
で
、
小
学
生
時
代
に
は
柘つ

げ植
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
は
現げ

ん
ざ
い在

の
上
野
高
等
学
校
（
そ
の
頃こ

ろ

は
三
重
県
立
第

三
中
学
校
と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
し
た
）
に
通
い
、

上
野
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

●
伊い

が賀
の
ま
ち
を
舞ぶ

台た
い

に
し
た
物
語
『
雪ゆ

き

解げ

』

　

横
光
利
一
が
書
い
た
小
説
は
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
『
雪ゆ

き

解げ

』
は
伊い

が賀
の

ま
ち
を
舞ぶ

台た
い

に
繰く

り
広
げ
ら
れ
る
話
で
す
。

い
ま
の
学
年
で
い
え
ば
中
３
か
ら
高
１
ぐ
ら

い
の
年ね

ん
れ
い齢

の
男
子
と
小
６
の
女
子
が
登
場
し

ま
す
。
ふ
た
り
は
「
城し

ろ

を
後う

し
ろ

に
し
た
町
」
で

出
会
い
、
好
意
を
寄
せ
合
い
ま
す
。
横
光
利

一
は
、
伊い

が賀
で
す
ご
し
た
高
校
時
代
を
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
の
話
を
書
い

た
の
で
し
ょ
う
。

●
横
光
利
一
を
知
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
「『
雪ゆ

き

解げ

』
の
つ
ど
い
」

　

私わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
で
暮く

ら
し
た
横
光
利
一
を

知
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
が
、『
雪ゆ

き

解げ

』
の
つ
ど

い
で
す
。
今
年
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
い
う

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
伊い

が賀
の
高
校
生
た
ち
が

参
加
し
て
、
自
分
の
好
き
な
横
光
利
一
の
小

説
を
選
び
、
そ
の
話
が
ど
ん
な
に
お
も
し
ろ

い
か
を
紹し

ょ
う
か
い介

し
ま
す
。
参
加
者
は
そ
れ
を
聞

い
て
一
番
お
も
し
ろ
そ
う
だ
と
思
っ
た
話
を

選
ん
で
投
票
し
、
優ゆ

う
し
ょ
う勝

を
決
め
ま
す
。
子
ど

も
も
大
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
文ぶ

ん

化か

交こ
う
り
ゅ
う流

課か

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９

　
　

bunka@
city.iga.lg.jp

こども広場
「横
よこみつ

光利
り

一
いち

『雪
ゆき

解
げ

』のつどい」

本紙 11ページの
「横

よこみつ

光利
り

一
いち

『雪
ゆき

解
げ

』のつどい」に
ついてわかりやすく解

かいせつ

説します。

小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

▶上野高等学校正
門脇にある横光
記念碑

◀
中
学
時
代
の
横
光
利
一
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　市では、毎月１日と 15日（1月のみ合併号）に「広
報いが市」を発行しています。「広報いが市」は、市ホー
ムページやスマートフォンアプリなどでも公開してい
ますので、ご自身に合った方法で読んでいただくこと
ができます。

○市ホームページ
　https://www.city.iga.lg.jp/

○マイ広報紙
　https://mykoho.jp/

○無料アプリ

　https://machiiro.town/

①スマートフォンなどで二次元コードを読み込み、ア
プリ「マチイロ」（iOS、アンドロイド対応）をイ
ンストール
②「お住まいの地域」で「三重県伊賀市」を登録

【問い合わせ】広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

平成31年度介護予防教室
「アンチロコモ★クラス」登録者募集

◆ 簡単な運動で介護予防を始めてみませんか

【と　き】
　4月～ 2020年 3月までの原則第 4月曜日　
※ 9月は第 5週、2月は第 3週
　午後 2時～ 3時 30分（受付　午後 1時 40分～）

【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【内容】　いつまでも元気に自立した生活を送るため

に、自宅でもできる簡単で楽しい運動を主とした介護
予防教室です。
　講師：介護予防運動指導士　ほか
【持ち物】　飲み物、タオル
※運動しやすい服装でお越しください。
【対象者】　市内在住の 60歳以上の人で、介護予防に
興味のある人
【定　員】　先着 50人　※登録制
【申込方法】　住所・氏名・生年月日・電話番号を電話・
FAXのいずれかでお伝えください。
【申込受付開始日】　3月 8日㈮
【申込先】
　地域包括支援センター　東部サテライト

回数 日　程 回数 日　程
1 4月 22日 7 10月 28日
2 5月 27日 8 11月 25日
3 6月 24日 9 12月 23日
4 7月 22日 10 1月 27日
5 8月 26日 11 2月 17日
6 9月 30日 12 3月 23日

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　東部サテライト
　☎ 45-1016　℻   45-1055
　　 houkatsu-shien@city.iga.lg.jp

市のイベントなどの情報を発信しています
◆ インターネットからも確認できます

　市ホームページの他に、ケーブルテレビを通じて
行政情報をお伝えしているほか、インターネットの
ソーシャルメディアを利用してお知らせやイベント
情報などを随時配信しています。ぜひご覧ください。

○行政だより「ウィークリー伊賀市」
ケーブルテレビ17チャンネル（青山は204チャ
ンネル）・地上デジタル放送121チャンネル
　https://www.city.iga.lg.jp/0000000195.html

○伊賀市公式フェイスブック
　https://www.facebook.com/city.iga

○伊賀市公式　　　　　　「忍者市チャンネル」
　https://www.youtube.com/c/igacity_ninja



16広報いが市 2019 年（平成 31年） 3 月１日号17 広報いが市 2019 年（平成 31年） 3 月１日号

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

昔の道具から知る　～文化財課～
　近年、人口減少や少子高齢化の波を受けて、祭り
や踊りなどの無形民俗文化財の継承が困難な状況に
なってきています。文化財課では、民俗文化財の継
承を図るため、保存団体とともに祭りや行事で使用
する道具や衣装などの修理・新調に努めています。
　伝統行事で使用することが多く、消耗が著しい用
具として太鼓があります。太鼓には、皮と胴を繋ぎ
止めるために金属の鋲

びょう

が打たれていますが、その横
の革の部分に、製作者の名前や年号などが墨書きさ
れています。
　その中には、江戸時代の被差別部落の地名やその
部落で太鼓を製作した人の名前が記されているもの
があり、かつての被差別部落には太鼓を製作できる
人がいたことを示す貴重な資料となっています。
　太鼓の製作技術はこれまで長きにわたり引き継が
れ、今もなお全国各地で太鼓を修理・新調する人た

ちが活躍していますが、被差別部落で差別されてき
た人たちがいなければ継承していくことができな
かったといっても過言ではないでしょう。
　皆さんの中には「被差別部落の人」というと単に「過
酷な環境の中で差別をされてきた人」と思い浮かべ
る人もいるかもしれませんが、太鼓製作などをはじ
めさまざまな伝統文化の継承に大きく貢献してきた
のです。
　ユネスコ無形文化遺産に登録された「上野天神祭
のダンジリ行事」においても、楼

だんじり

車を保管する蔵に
は太鼓が残されており、同じく被差別部落の地名な
どが墨書きされています。
　差別は無知・無関心が偏見となり生まれます。部
落差別について理解を深めるために、昔から残る祭
りや踊りを見学し、当時使用されていた道具から学
ぶことで新たな発見があるかもしれません。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

　上野コミュニ
ティバス「しら
さぎ」は、４月
から IC カード
を利用して乗車
できるようにな
ります。乗車時
と降車時にカードを機械に近づけるだけでよいので、
小銭を用意するわずらわしさがなく、乗換などもス
ムーズになります。
　このほか市内では、三重交通のバス車両（一部の高
速バスを除く。）や鉄道でも、近鉄大阪線の４駅と JR
柘植駅で利用することができます。
　近年、多くの交通事業者が IC カードを導入して、
利用者の利便性向上を図っています。１回でも多く鉄
道やバスに乗ることで需要を増やし、利用できる範囲
をさらに広げていきましょう。
【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻   22-9694

ICカードで「しらさぎ」バスに乗りましょう！

公共交通を利用しましょう

　春休みから新学期にかけての時期は、生活環境の変
化に伴い、子どもが犯罪の被害に遭うケースが多くな
ります。
　特に、SNS で知り合った人に自分の顔が映った画
像を送信してしまうなど、SNS を通して犯罪被害に
遭う子どもが増えています。
　子どもを SNS 犯罪の被害から守るためにも、次の
ことに注意しましょう。

　大人一人ひとりが真剣に子どもと向き合い、子ども
たちの大切な将来を守りましょう。
 【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110

SNS 犯罪に巻き込まれないために

伊賀警察署だより

○スマートフォンなどには必ずフィルタリング
を設定する
○安易に自分の顔が写った画像を送らないよう
に言い聞かせる
○安心して利用できるように家庭でルール作る

乗車時 降車時

乗車時も降車時も読取機にしっかりタッチ！

ピッ！
ピヨピヨ！
こども用カードは
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図書館
　だより
図書館
　だより

■一般書　
『寄付をしてみよう、と思ったら読む本』
 渋澤　健ほか／著
『家をセルフでビルドしたい』 阪口　克／著
『でらうまカンタン！名古屋めしのレシピ』
 Swind ／著
■児童書
『<超・多国籍学校>は今日もにぎやか！』
 菊池　聡／著
『アンネのこと、すべて』
 アンネ ･フランク ハウス／編
『金栗四三』 大谷　じろう／まんが
■絵本
『もももすももも　はやくちことばえほん』
 新井　洋行／作
『ぼくはなにいろのネコ？』
 ロジャー ･デュボアザン／さく
『おじいちゃんがペンギンやったとき』
 モラグ ･フッド／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『金の鳥』
 八百板　洋子／文、さかた　きよこ／絵
　三人の王子たちは、王様の命令で、金の鳥を探す
旅に出ました。一番勇気がある一番下の弟は、謎の
おじいさんに導かれ、不思議なお城に辿り着きます。
ブルガリアの昔話です。

□一般書　
『空をゆく巨人』 川内　有緒／著
　現代美術界の巨匠・蔡 国強と、アートとは無縁だっ
た市井の人・志賀 忠重。ひょんなことから出会った
二人は、東日本震災後のいわき市に美の奇跡を起こ
します。第 16 回開高健ノンフィクション賞受賞作
です。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。
（30分～１時間程度）

3 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

9 日㈯
10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

10：30～ 上野図書館 おはなしの会

13日㈬ 14：30～ 青山図書室 おとなカフェ

14日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

15日㈮ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと&はあと）

20日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

22日㈮ 10：30～ 上野図書館 絵本と音のカーニバル（Twinkle）

23 日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

27日㈬
10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

14：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

4月3日㈬ 10：30～ 青山子育て支援センター あかちゃん　こんにちは（だっこ）

【と　き】　3月 31日㈰　午後２時集合
○午後 2時 17分　忍者市（上野市）駅発車
○午後 3時 24分　忍者市（上野市）駅到着解散
【集合場所】　忍者市（上野市）駅前
【対象者】　未就学児と保護者　30組
【参加費】　○ 1組：500円
○パーク＆ライド駐車場利用の組：720円
　（1日フリー乗車券代）
【申込受付開始】3 月 11日㈪　午前 10時～
【申込方法】　電話または下記申込先窓口まで
【申込先】　伊賀鉄道上野市駅　☎21-3231
【問い合わせ】　上野図書館

伊賀鉄道忍者線で
　　　「おはなしでんしゃ」が走る！
電車の中で忍者に関する絵本や紙芝居の読み聞かせ
会を開きます。

【と　き】3月15日㈮　午後６時～７時30分
【ところ】上野図書館　２階視聴覚室
【テーマ】世界こども博覧会

今月の「郷土の歴史夜咄会」
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◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日・祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報センター 
コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

3 月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前8時45分～翌日午前8時45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時４５分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制
日 月 火 水 木 金 土

1
　上野

2
　名張

3
　名張

4
　岡波

5　　
　名張

6
岡波・名張

7
　名張

8
　上野

9
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12
　上野

13
岡波・名張

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
岡波・名張

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
岡波・名張

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

　
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　平安時代、天皇が即位
するごとに皇女が名代と
して京の都から伊勢神宮
に送られた行列「斎王群
行」を再現。旧東海道を
総勢約 70人が雅な平安
衣装を身にまとい厳かに
群行します。ロマンあふ
れる平安絵巻の世界をお
楽しみください。

【と　き】　3月 24日㈰
　午後 0時 15分～ 3時 50分
【ところ】　甲賀市立大野小学校（甲賀市土山町大
野 949番地）～垂水斎王頓宮跡
【アクセス】
　新名神高速道路「甲賀土山 IC」から国道１号
を大津方面へ約 2.5km
【問い合わせ】
　あいの土山斎王群行実行委員会事務局
　あいの土山文化ホール（月曜休館）
　☎ 0748-66-1602　℻  0748-66-1603

第22回あいの土山斎王群行
～ロマンあふれる平安絵巻の世界～

亀山市亀山市

太岡寺畷さくらまつり
～桜のトンネルを歩いて春を満喫～

　「太岡寺畷さくらまつ
り」は、鈴鹿川沿いの道
の両側に桜が並び咲き、
春らんまんの季節を感じ
られる亀山の桜の名所で
す。桜の開花より毎日夜
のライトアップも行われ
ます。まつり当日は、出
店や各種イベントが催さ
れます。
　うららかな日差しの中、春色に染まるトンネル
をゆったりと散歩してみてはいかがでしょうか。
【と　き】　4月 7日㈰　午前 10時～午後２時
【ところ】
　亀山市太岡寺町 1294番地の２周辺
【アクセス】
　名阪国道「亀山 IC」から車で約５分
※当日は会場付近で交通規制があります。
【問い合わせ】
　神辺地区ふれあいまちづくり協議会
　☎ 0595-82-1818
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病気に
なりに

くい

カラダ
を作る

健康レ
シピ

材料（２人分）
春巻きの皮…………………………………… 4 枚
キャベツ…………………………… 200g（4枚）
にんじん…………………………… 30g（1/5 本）
ツナ缶………………………………… 70g（1缶）
塩こしょう…………………………………… 少々
サラダ油……………………………………… 適量

１．キャベツ、にんじんを千切りにする。
２．ボウルにキャベツ、にんじん、ツナ缶、
塩こしょうを加え、混ぜ合わせる。

３．軽く具材の水気を絞り、春巻きの皮
に等分して包む。

４．フライパンに１cm ほどの高さまで
油を入れて熱し、３を入れて色よく
揚げ焼きにする。

簡単！！たっぷり
　春キャベツの春巻き

　ビタミンＵは別名キャベジンともいわれ、キャベツ
に多く含まれます。ビタミンＵは、胃酸の過剰分泌を
抑えたり、胃壁の粘膜を保護・修復する働きがあると
いわれています。熱に弱いので、調理の際は生食や短
時間の加熱調理がよいでしょう。今回は生でもおいし
い春キャベツを、春巻きで食べやすくしました。

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

春キャベツの春巻き

た
け
の
こ
ご
飯

さ
さ
み
の
ピ
カ
タ

食べる“胃ぐすり”

イチゴミルクプリン

吸
い
物

※献立の一例です。

●栄養量（１人分）：熱量　291kcal、塩分　1.3g　
　1日あたりの塩分摂取目標量は、男性 8g、女性 7gです。

本
居
宣
長
『
菅
笠
日
記
』
の
旅

　
冬
の
寒
さ
も
緩
み
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨

ら
み
始
め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

桜
に
誘
わ
れ
、
旅
に
出
た
の
が
伊
勢
松
阪

の
国
学
者
、
本
居
宣
長
で
す
。

　
桜
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
宣
長
は
、
明
和

９
（
一
七
七
二
）
年
３
月
、
友
人
の
小
泉

見け
ん

庵あ
ん

ら
と
吉
野
の
花
見
に
出
か
け
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
旅
の
様
子
を
『
菅
笠
日
記
』

と
し
て
残
し
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
、
夜
明
け
前
に
松
阪
を
出
発

し
た
宣
長
は
、
垣か

い
と内
（
津
市
）
か
ら
青
山

峠
を
越
え
、
伊
賀
へ
と
入
り
ま
す
。
そ
の

頃
に
は
雨
が
降
り
、
日
も
暮
れ
て
い
ま
し

た
。
心
細
い
思
い
で
山
道
を
歩
き
、
伊
勢

路
の
宿
に
到
着
し
た
際
に
は
、
何
と
も
言

え
な
い
嬉
し
さ
だ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
初
瀬
街
道
を
往
来
す
る
人
び
と

は
、
難
所
で
あ
っ
た
青
山
峠
の
麓
に
あ
る

伊
勢
路
宿
で
一
泊
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
伊
勢
路
宿
で
は
、

全
盛
期
に
20
軒
あ
ま
り
の
旅は

た
ご籠
が
軒
を
並

べ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
宣
長
は
木
津

川
沿
い
に
岡
田
・
別
府

へ
と
進
み
、
道
す
が
ら

河
岸
の
岩
石
が
織
り
な

す
神
秘
的
な
景
色
を
和

歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
進
ん
で
阿
保
の

手
前
で
は
、
板
橋
が
架

か
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
前
日
の
雨
で
増
水
し
た
川
を
衣
服
を

た
く
し
上
げ
て
渡
り
、
水
が
冷
た
く
て
つ

ら
い
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
こ
の
日
は
、
阿
保
か
ら
羽
根

を
経
て
七な

な

見み

峠
を
越
え
、
名
張
か
ら
萩
原

（
奈
良
県
宇
陀
市
）
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

当
時
の
人
び
と
の
健
脚
ぶ
り
に
は
、
本
当

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
肝
心
の
桜
で
す
が
、
宣
長
が
吉

野
に
到
着
し
た
８
日
に
は
、
風
雨
に
よ
っ

て
盛
り
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。落
胆
し
た
宣
長
で
し
た
が
、散
り
残
っ

た
桜
を
見
物
し
、
そ
の
後
は
、
奈
良
の
寺

社
を
参
詣
、
史
跡
も
見
学
す
る
な
ど
有
意

義
な
旅
を
続
け
、
14
日
に
松
阪
に
戻
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
宣
長
の
旅
を
記
念
し
、
昭
和
31

（
一
九
五
六
）
年
に
伊
勢
路
集
落
の
入
口

と
中
山
橋
、
阿
保
橋
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
文

学
碑
・
歌
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
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◀
文
学
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伊
勢
路
集
落
の
入
口)


